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(57)【要約】
【課題】　気相転写染色方法によって染色が困難である
樹脂体に対しても容易に良好に染色をする。
【解決手段】　
　昇華性染料を含有する染色用インクとともに基体に塗
布される固体の昇華性キャリア剤を含有するキャリア剤
インクであって、染色用インクとキャリア剤インクとが
塗布された染色用基体を加熱することによって、染色用
基体に塗布された昇華性染料及び昇華性キャリア剤を昇
華させ、昇華性染料及び昇華性キャリア剤を樹脂体に付
着させて、樹脂体を染色するためのキャリア剤インクで
あって、キャリア剤インクは、昇華性キャリア剤、水、
保湿剤、及び分散剤を含有する。
【選択図】　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　昇華性染料を含有する染色用インクとともに基体に塗布される固体の昇華性キャリア剤
を含有するキャリア剤インクであって、前記染色用インクと前記キャリア剤インクとが塗
布された染色用基体を加熱することによって、前記染色用基体に塗布された前記昇華性染
料及び前記昇華性キャリア剤を昇華させ、前記昇華性染料及び前記昇華性キャリア剤を樹
脂体に付着させて、樹脂体を染色するためのキャリア剤インクであって、
　前記キャリア剤インクは、前記昇華性キャリア剤、水、保湿剤、及び分散剤を含有する
ことを特徴するキャリア剤インク。
【請求項２】
　請求項１のキャリア剤インクにおいて、
　前記キャリア剤は、４－フェニルフェノールであることを特徴とするキャリア剤インク
。
【請求項３】
　請求項１又は２のキャリア剤インクにおいて、
　前記キャリア剤インクは、印刷装置を用いて、前記染色用インクとともに、前記基体に
印刷されることによって、前記基体に塗布されることを特徴とするキャリア剤インク。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかのキャリア剤インクにおいて、
　前記キャリア剤インクは、さらに、表面張力を調整する界面活性剤を含有することを特
徴するキャリア剤インク。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかのキャリア剤インクにおいて、
　前記キャリア剤インクは、さらに、粘度調整剤を含有することを特徴するキャリア剤イ
ンク。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかのキャリア剤インクにおいて、
　前記保湿剤は、グリセリン、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、トリプ
ロピレングリコール及びソルビトール、の少なくともいずれかであることを特徴とするキ
ャリア剤インク。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかのキャリア剤インクにおいて、
　前記分散剤は、アニオン性界面活性剤及び炭素数２５～１５０の直鎖アルコールのエチ
レンオキサイド付加物の少なくともいずれかであることを特徴とするキャリア剤インク。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、昇華性染料を含有する染色用インクと昇華性キャリア剤を含有するキャリア
剤インクとが塗布された染色用基体を加熱することによって、染色用基体に塗布された染
料及びキャリア剤を昇華させ、染料及びキャリア剤を樹脂体に付着させて、樹脂体を染色
するためのキャリア剤インクに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、樹脂体（例えばプラスチックレンズ等）を染色するための種々の技術が提案され
ている。例えば、樹脂体を染色液の中に所定時間浸漬して樹脂体を染色する方法（浸染法
）が知られている。この方法は従来から用いられているものであるが、廃液が生じる等の
作業環境が良くないこと、特定の樹脂体には染色を行うことが困難であることが問題とな
っていた。
【０００３】
　例えば、浸染法を用いて染色を行う場合に、染色を行うことが困難である樹脂体に対し
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ては、染色を行う前に、液体のキャリア剤に樹脂体を所定時間浸漬して樹脂体にキャリア
剤を塗布し、その後、浸透法によって染色を行うことでより染色をしやすくしていたが、
良好に染色できない場合があった。また、キャリア剤を塗布し、その後、浸透法によって
染色を行うため、染色を行う際の工程が多く、手間や時間がかかっていた。
【０００４】
　また、染色を行うことが困難である樹脂体の問題及び作業環境がよくない問題を解決す
るための方法として、別の染色方法である気相転写染色方法が提案されている。例えば、
特許文献１が開示する気相転写染色方法では、染色用基体に付着している昇華性染料が加
熱され、加熱された昇華性染料が樹脂体に蒸着される。特許文献１の染色用基体は、昇華
性染料が分散されたインクを、プリンタによって白紙に印刷することで得られる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００１－５９９５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、上記の気相転写染色方法を用いた場合に、樹脂体の材料によって、十分に所
望する色にならない場合や、色ムラが生じる場合があり、良好に染色することができない
材料がある。また、キャリア剤を使用して浸染法を用いた場合に、良好に染色できない場
合や、染色を行う際の工程が多く、手間や時間がかかっていた。
【０００７】
　本開示は、上記問題点を鑑み、気相転写染色方法によって染色が困難である樹脂体に対
しても容易に良好に染色をすることができるキャリア剤インクを提供することを技術課題
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明は以下のような構成を備えることを特徴とする。
【０００９】
　本開示の第１様態に係るキャリア剤インクは、昇華性染料を含有する染色用インクとと
もに基体に塗布される固体の昇華性キャリア剤を含有するキャリア剤インクであって、前
記染色用インクと前記キャリア剤インクとが塗布された染色用基体を加熱することによっ
て、前記染色用基体に塗布された前記昇華性染料及び前記昇華性キャリア剤を昇華させ、
前記昇華性染料及び前記昇華性キャリア剤を樹脂体に付着させて、樹脂体を染色するため
のキャリア剤インクであって、前記キャリア剤インクは、前記昇華性キャリア剤、水、保
湿剤、及び分散剤を含有することを特徴する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本実施形態の染色方法の流れを示したフローチャートである
【図２】本実施形態の染色方法に用いる染色システムを示した概略図である。
【図３】インクジェットヘッドの一例について説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　＜染色システム＞
　以下、本開示における典型的な実施形態について説明する。例えば、図１は本実施形態
の染色方法の流れを示したフローチャートである。例えば、図２は本実施形態の染色方法
に用いる染色システムを示した概略図である。以下では、樹脂体の１つであるレンズ８を
気相転写染色法で染色し、染色レンズを製造する場合を例示して説明を行う。しかし、以
下で例示する技術は、レンズ８以外の樹脂体（例えば、携帯電話のカバー、ライト用のカ
バー、アクセサリー、玩具等のいずれかの成形体等）を気相転写染色法で染色して染色樹
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脂体を製造する場合にも適用できる。また、以下で例示する染色用基体１は、気相転写染
色以外の転写染色の工程において使用することも可能である。
【００１２】
　なお、本実施形態によると、例えば、ポリカーボネート系樹脂（例えば、ジエチレング
リコールビスアリルカーボネート重合体（ＣＲ－３９））、ポリウレタン系樹脂（トライ
ベックス）、アリル系樹脂（例えば、アリルジグリコールカーボネート及びその共重合体
、ジアリルフタレート及びその共重合体）、フマル酸系樹脂（例えば、ベンジルフマレー
ト共重合体）、スチレン系樹脂、ポリメチルアクリレート系樹脂、繊維系樹脂（例えば、
セルロースプロピオネート）、チオウレタン系またはチオエポキシ等の高屈折材料、ナイ
ロン系樹脂（ポリアミド系樹脂）、等の少なくともいずれかを材質（材料）とした樹脂体
を染色することもできる。
【００１３】
　まず、図２を参照して、本実施形態における染色システム１００の概略構成について説
明する。本実施形態の染色システム１００は、染料付着部１０、蒸着部３０、および染料
定着部（定着部）５０を備える。例えば、蒸着部３０は、昇華性染料及び固体の昇華性キ
ャリア剤が塗布された印刷基体１（染色用基体）を加熱して昇華性染料及び固体の昇華性
キャリア剤をレンズ８に付着させるために用いられる。例えば、染料定着部５０は、昇華
性染料及び固体の昇華性キャリア剤が付着されたレンズ８を加熱し定着させるために用い
られる。
【００１４】
　例えば、本実施形態の染色方法においては、第一工程、第二工程、第三工程、が実施さ
れる。例えば、第一工程は、昇華性染料及び固体の昇華性キャリア剤（以下、昇華性キャ
リア剤と記載）を基体に塗布することで、染色用基体を取得する工程である。例えば、第
二工程は、第一工程によって取得された染色用基体を樹脂体と対向させ、染色用基体を加
熱することによって、染色用基体に塗布された昇華性染料及び昇華性キャリア剤を昇華さ
せ、昇華性染料及び昇華性キャリア剤を樹脂体に付着させる工程である。例えば、第三工
程は、第二工程によって、昇華性染料及び昇華性キャリア剤が付着された樹脂体を加熱す
ることによって、昇華性染料及び昇華性キャリア剤を定着させる工程である。例えば、本
実施形態における染色方法は、第一工程、第二工程、第三工程の順序で行われる。なお、
本実施形態において、固体の昇華性キャリア剤とは、室温において固体であって、加熱を
することで昇華されるキャリア剤を示す。なお、例えば、昇華性キャリア剤は、固体の昇
華性キャリア剤はわずかに液体のキャリア剤が含まれる構成であってもよい。
【００１５】
　例えば、昇華性染料とともに昇華性キャリア剤を昇華させて、樹脂体に付着させ、昇華
性染料とともに昇華性キャリア剤を定着させることで、樹脂体内に染料が入りづらく染色
を良好に行うことが困難な材料の樹脂体に対しても、容易に良好に染色を行うことができ
る。
【００１６】
　また、例えば、固体の昇華性キャリア剤を用いることによって、第三工程を実施した際
に、キャリア剤が、局所的に集まってしまうことを抑制することができる。すなわち、液
体のキャリア剤を用いた場合に、第三工程を実施した際に、液体のキャリア剤が、局所的
に集まってしまう場合があり、色ムラが生じる場合があるが、固体の昇華性キャリア剤を
用いることによって、これを抑制できる。これによって、樹脂体に均一に染料を定着させ
やすくなり、色ムラをより抑制でき、良好に染色を行うことができる。
【００１７】
　以下、染色方法について詳細に説明する。
【００１８】
　＜第一工程＞
　例えば、第一工程は、染料付着部１０によって、昇華性染料及び昇華性キャリア剤を基
体に塗布することで、染色用基体１を取得する（製造する）。例えば、第一工程において
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、染料付着部１０は、後にレンズ８に蒸着される昇華性の染料及び昇華性のキャリア剤を
、基体２に付着させることで、染料部６を形成する。なお、本実施形態において、染料部
６には昇華性染料とともに昇華性キャリア剤が混合されている。基体２は、レンズ８の染
色に用いられる昇華性染料及び昇華性キャリア剤を一旦保持する媒体である。基体２の詳
細な説明については後述する。
【００１９】
　本実施形態において、例えば、染料付着部１０は、昇華性染料が含有された染色用イン
ク及び昇華性キャリア剤が含有されたキャリア剤インクを、インクジェットプリンタ１１
を用いて基体２に付着（本実施形態では印刷）させる。従って、染料付着部１０は、作業
者が所望する色合いの染料及びキャリア剤を、より正確に基体２に付着させることができ
る。つまり、基体２に付着させる染料の分量、色相、グラデーションの程度等の正確性が
向上する。また、基体２に付着させるキャリア剤の分量の程度等の正確性が向上する。ま
た、作業者は、染料及びキャリア剤を容易に取り扱うことができる。
【００２０】
　本実施形態において、例えば、染料付着部１０として、印刷装置が用いられる。例えば
、本実施形態において、第一工程では、昇華性染料が含有された染色用インクと、昇華性
キャリア剤が含有されたキャリア剤インクと、を印刷装置を用いて、基体２に印刷するこ
とによって、染色用基体１を取得する。これによって、基体２に対し昇華性染料及び昇華
性キャリア剤を容易により均一に塗布することができる。さらに、印刷装置を用いること
で、使用する昇華性染料及び昇華性キャリア剤が削減される。本実施形態では、印刷装置
によって印刷されたインクを乾燥させる工程が行われることで、昇華性染料及び昇華性キ
ャリア剤がさらに強固に保持される
　本実施形態において、例えば、印刷装置として、インジェクトプリンタ１１を用いる場
合を例に挙げて説明する。この場合、例えば、本実施形態において、インクジェットプリ
ンタ１１による印刷によって、基体２に対し昇華性染料及び昇華性キャリア剤が塗布され
る。
【００２１】
　本実施形態において、例えば、インジェクトプリンタ１１は、装着部１４と、インクジ
ェットヘッド１５と、制御手段（制御部）１６と、を備える。もちろん、インジェクトプ
リンタ１１としては、上記構成に限定されない。
【００２２】
　例えば、装着部１４は、染色用インクのインク容器（例えば、後述するインクカートリ
ッジ１３等）と、キャリア剤インクのインク容器（例えば、後述するインクカートリッジ
１３等）を装着する。例えば、インクジェットヘッド１５は、装着部１４にされた染色用
インクのインク容器と、キャリア剤インクのインク容器と、から染色用インクとキャリア
剤インクを基体２に向けて吐出する。これによって、基体２に染色用インクとキャリア剤
インクを印刷する。例えば、制御部１６は、インクジェットヘッド１５の駆動を制御して
、染色用インクと、キャリア剤インクと、をそれぞれのインクジェットヘッド１５から独
立して吐出させる。例えば、本実施形態の印刷装置において、染色用インクのインクカー
トリッジとキャリア剤インクのインクカートリッジとが装着されて、基体に向けて、染色
用インクと、キャリア剤インクと、が独立して吐出できることで、基体に容易に昇華性染
料及び昇華性キャリア剤を塗布することができる。これによって、気相転写染色方法用に
おいて用いることによって染色が困難である樹脂体に対しても良好に染色をするための染
色用基体を容易に取得することができる。
【００２３】
　例えば、本実施形態において、昇華性染料は、少なくとも赤、青、黄、３色の染料が使
用される。例えば、赤、青、及び黄の少なくとも３色の染料に加えて、昇華性キャリア剤
が吐出できることによって、樹脂体を種々の色にて良好に染色することができる。すなわ
ち、樹脂体を種々の色にて良好に染色することができる染色用基体を容易に取得すること
ができる。もちろん、これら３色以外の色が使用されてもよい。例えば、混合色（緑、紫
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等）が用いられてもよい。なお、例えば、昇華性染料はインクの溶媒に溶解されていても
よい。本実施形態において、例えば、染色用インクは、赤、青、及び黄の少なくとも３つ
の染色用インクを有する。例えば、この染色用インクをインクジェットプリンタ用のイン
ク容器（例えば、インクパック、インクカートリッジ等）にそれぞれ入れ、インクジェッ
トプリンタ１１の装着部１４にこのインク容器を装着する。なお、本実施形態においては
、インク容器としてインクカートリッジ１３が用いられる場合を例に挙げて説明する。例
えば、染色用インクをインクジェットプリンタ用のインクカートリッジ１３にそれぞれ入
れ、インクジェットプリンタ１１の装着部１４にこのカートリッジ１３を装着する。例え
ば、インクジェットプリンタ１１は市販のものが使用可能である。なお、例えば、昇華性
染料は、昇華時の熱に耐え得る耐熱性を有するものが用いられることが好ましい。一例と
して、本実施形態では、キノフタロン系昇華性染料またはアントラキノン系昇華性染料が
用いられる（例えば、染料の一例については、特開２００４－３２６０１８号公報、特開
２００３－１８５９８２号公報等を参照されたし）。
【００２４】
　また、例えば、本実施形態において、昇華性染料とともに、昇華性キャリア剤が使用さ
れる。例えば、昇華性キャリア剤は、インクの溶媒に溶解されていてもよい。例えば、染
色用インクと同様に、このキャリア剤インクをインクジェットプリンタ用のインク容器（
例えば、インクパック、インクカートリッジ等）に入れ、インクジェットプリンタ１１の
装着部１４にこのインク容器を装着する。なお、本実施形態においては、インク容器とし
てインクカートリッジ１３が用いられる場合を例に挙げて説明する。例えば、キャリア剤
インクをインクジェットプリンタ用のインクカートリッジ１３に入れ、インクジェットプ
リンタ１１の装着部１４にこのカートリッジ１３を装着する。なお、例えば、昇華性キャ
リア剤は、染料と親和性が強いとともに、樹脂体と親和性が強い、キャリア剤が用いられ
ることが好ましい。なお、昇華性キャリア剤の詳細については後述する。
【００２５】
　なお、本実施形態においては、染色用インクと、キャリア剤インクと、が別々のインク
インク容器（本実施形態においては、インクカートリッジ１３）に入れられる構成を例に
挙げているがこれに限定されない。例えば、染色用インクと、キャリア剤インクと、が混
合された混合インクが用いられるようにしてもよい。この場合、例えば、混合インクがイ
ンク容器に入れられるようにしてもよい。
【００２６】
　図３は、インクジェットヘッド１５の一例について説明する図である。例えば、インク
ジェットプリンタ１１は、４つのインクジェットヘッド１５（例えば、インクジェットヘ
ッド１５ａ、インクジェットヘッド１５ｂ、インクジェットヘッド１５ｃ、インクジェッ
トヘッド１５ｄ）を備える。４つのインクジェットヘッド１５の各々は、装着部１４に装
着された複数のインクカートリッジ１３の各々に対し、インク供給路（例えば可撓性チュ
ーブ）によって別個に接続されている。従って、本実施形態では、１つのインクジェット
ヘッド１５に１つのインクカートリッジ１３からインクが供給される。例えば、本実施例
にといて、４つのインクジェットヘッド１５から、上記の赤、青、黄、３つの染色用イン
クに加え、キャリア剤インクがそれぞれのインクジェットヘッド１５から独立して吐出さ
れる。なお、使用色数、使用するインクの種類、インクジェットヘッド１５の数等を変更
することも可能である。
【００２７】
　例えば、制御部１６は、染色用インクを吐出する際に、染色用インクとともに、キャリ
ア剤インクを吐出させる。例えば、昇華性染料とともに昇華性キャリア剤を塗布すること
ができるため、第三工程を実施した際に、昇華性染料の近傍に昇華性キャリア剤が塗布さ
れることになるため、昇華性キャリア剤によって樹脂体に昇華性染料を定着させやすくす
ることができる。これによって、より良好に染色を行うことができる。すなわち、より良
好に染色を行うことができる染色用基体１を容易に取得することができる。
【００２８】
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　なお、例えば、染色用インクとともに、キャリア剤インクを吐出させる場合に、制御部
１６は、インクジェットヘッド１５から染色用インクとキャリア剤インクとを同時に吐出
させ、昇華性染料及び昇華性キャリア剤を基体２に混合された状態で塗布させるようにし
てもよい。なお、本実施形態において、同時とは、昇華性染料及び昇華性キャリア剤を混
合された状態で基体２に塗布させることができる構成であればよく、略同時を含む。例え
ば、昇華性染料とともに昇華性キャリア剤が混合されて塗布されることで、局所的に昇華
性キャリア剤が塗布されることを抑制することができる。これによって、樹脂体に対して
より均一に昇華性キャリア剤を付着させやすくなる。また、昇華性キャリア剤が均一に塗
布されていることによって、後述する第三工程を実施した際に、昇華性キャリア剤による
昇華性染料を定着させる効果が均一に発揮されるために、均一に昇華性染料を定着させや
すくなり、色ムラがより抑制された良好な染色を行うことができる。すなわち、色ムラが
より抑制された良好な染色を行うことができる染色用基体１を容易に取得する（製造する
）ことができる。
【００２９】
　なお、例えば、染色用インクとともに、キャリア剤インクを吐出させる場合に、制御部
１６は、インクジェットヘッド１５から染色用インクとキャリア剤インクとを異なるタイ
ミングで吐出させ、昇華性染料及び昇華性キャリア剤を基体２に塗布させるようにしても
よい。例えば、染色用インクとキャリア剤インクの一方を先に吐出した後、他方をその後
に吐出するようにしてもよい。
【００３０】
　例えば、このインクジェットプリンタ１１を使用して所望の色（本実施形態においては
、濃度勾配を有したグラデーション模様）をプリントさせるために、パーソナルコンピュ
ータ１２（以下ＰＣという）を使用して、プリントされる色相及び濃度の調製を行う。例
えば、色相の調製は、ＰＣ１２に用意されているドローソフトやＣＣＭ（コンピュータカ
ラーマッチング）等により行うため、所望する色データをＰＣ１２内に保存しておくこと
ができ、必要になったときに何度でも同じ色調が得られるようになっている。また、例え
ば、色の濃淡は、デジタル管理されるため、必要なときに何回でも同じ濃度の色を得るこ
とができる。なお、例えば、濃度勾配は、ドローソフト等に備えられているグラデーショ
ン機能により取得することができる。また、例えば、好みに応じたグラデーションを予め
設定しておき、ＰＣ１２内に独自のグラデーションデータ（色データ）として、保存させ
ておくようにしてもよい。なお、例えば、本実施形態においては、所望の色として、濃度
勾配を有したグラデーション模様を例に挙げて説明するがこれに限定されない。例えば、
所望の色としては、種々のデザイン（例えば、単色のデザイン、画像等）をプリントする
ことができる。
【００３１】
　例えば、昇華性染料及び昇華性キャリア剤を印刷装置によって印刷する基体２には、紙
、金属板（例えば、アルミ、鉄、銅、等）、ガラス、等を用いる構成が挙げられる。以下
の説明においては、基体２は、紙を例に挙げて説明する。また、本実施形態においては、
例えば、基体２は、シート状の基体が用いられる。また、以下の説明においては、印刷装
置は、インジェクトプリンタ１１を例に挙げて説明する。例えば、インジェクトプリンタ
１１に基体２を入れ、ＰＣ１２の操作により、予め設定しておいた色相及び濃度にて印刷
を行う。
【００３２】
　なお、本実施形態において、染料付着部１０における印刷装置として、インクジェット
プリンタ１１を用いる構成を例に挙げて説明したがこれに限定されない。印刷装置として
は、レーザープリンタを用いて、印刷をすることで、昇華性染料及び昇華性キャリア剤を
基体２に付着させる構成としてもよい。この場合、例えば、昇華性トナーを用いて、レー
ザープリンタによって、昇華性染料及び昇華性キャリア剤が基体２に付着される。
【００３３】
　なお、本実施形態においては、染色付着部１０として印刷装置を用いて昇華性染料及び



(8) JP 2019-59205 A 2019.4.18

10

20

30

40

50

昇華性キャリア剤を基体２に付着させる構成を例に挙げたがこれに限定されない。例えば
、染料付着部１０は、基体２に昇華性染料及び昇華性キャリア剤を付着させることができ
る構成であればよい。例えば、染料付着部１０は、ディスペンサー（液体定量塗布装置）
、ローラ等を駆動することでインクを染色用基体１に付着させてもよい。また、例えば、
染料付着部１０を用いずに、作業者によって、筆、ローラ、又はスプレー等を用いて、等
を用いてインクを染色用基体１に付着させてもよい。
【００３４】
　なお、本実施形態において、例えば、第一工程において、昇華性キャリア剤を吐出する
か否かが自動的に選択されるようにしてもよい。例えば、印刷装置は、染色を行う樹脂体
の特性情報を取得する取得手段を備えていてもよい。また、例えば、印刷装置は、取得手
段によって取得された特性情報に基づいて、キャリア剤インクを吐出させるか否かを選択
する選択手段を備えていてもよい。この場合、例えば、制御手段は、選択手段によって選
択された結果に基づいて、キャリア剤インクを吐出させるか否かを制御するようにしても
よい。例えば、キャリア剤インクを用いる必要があるか否かを容易に設定することができ
る。これによって、誤ってキャリア剤インクを塗布し忘れる等のミスを抑制することがで
き、容易に良好な染色を行うことができる。
【００３５】
　なお、本実施形態においては、染色する樹脂体の特性情報が図示無き操作部を介して入
力されることで、ＰＣ１２（例えば、ＰＣ１２の制御部）によって取得される。しかし、
特性情報を取得する方法を変更することも可能である。例えば、ＰＣ１２は、別の装置か
ら特性情報を受信することで、特性情報を取得してもよい。
【００３６】
　なお、例えば、特性情報は、樹脂体の材料（例えば、ナイロン系樹脂）が用いられても
よい。もちろん、特性情報が上記構成に限定されない。例えば、特性情報は、染色する樹
脂体の厚み、形状等の少なくともいずれかの情報が、樹脂体の特性情報として用いられて
もよい。
【００３７】
　一例として、例えば、ＰＣ１２は、染色する樹脂体の材料がナイロン系樹脂であると図
示無き操作部を介して入力されることで、ＰＣ１２は、樹脂体の材料がナイロン系樹脂で
あるという特性情報を取得するようにしてもよい。例えば、ＰＣ１２は、染色する樹脂体
の材料がナイロン系樹脂であった場合に、キャリア剤を吐出する制御を行うという信号を
インジェクトプリンタ１１の制御部１６に転送するようにしてもよい。例えば、制御部１
６は、昇華性キャリア剤を吐出する制御を行うという信号を受信すると、染色用インクを
吐出する際に、染色用インクとともに、キャリア剤インクを吐出させるようにしてもよい
。
【００３８】
　＜キャリア剤インク＞
　例えば、キャリア剤インクは、昇華性染料を含有する染色用インクとともに基体２に塗
布される昇華性キャリア剤を含有するキャリア剤インクである。例えば、キャリア剤イン
クは、染色用インクとキャリア剤インクとが塗布された染色用基体１を加熱することによ
って、染色用基体１に塗布された染料及びキャリア剤を昇華させ、染料及びキャリア剤を
樹脂体に付着させて、樹脂体を染色するために用いられる。例えば、染料とともにキャリ
ア剤を昇華させて、樹脂体に付着させ、染料とともにキャリア剤を定着させることで、樹
脂体内に染料が入りづらく染色を良好に行うことが困難な材料の樹脂体に対しても、容易
に良好に染色を行うことができる。
【００３９】
　例えば、キャリア剤インクは、昇華性キャリア剤、水、保湿剤、及び分散剤を含有する
ようにしてもよい。
【００４０】
　例えば、昇華性キャリア剤は、４－フェニルフェノールであってもよい。例えば、昇華
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性キャリア剤として、４－フェニルフェノールを用いることで、より良好に染色を行うこ
とができる。もちろん、昇華性キャリア剤は、上記構成に限定されない。例えば、昇華性
キャリア剤としては、染料と親和性が高いとともに、染色を行う樹脂体と親和性が高いも
のであってもよい。また、例えば、昇華性キャリア剤としては、室温で固体であって昇華
性を有するキャリア剤であってもよい。例えば、昇華性キャリア剤としては、トリフェニ
ルメタノール、ベンゾイン、ヒドロベンゾイン等の少なくともいずれかであってもよい。
【００４１】
　例えば、保湿剤は、グリセリン、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、ト
リプロピレングリコール及びソルビトール、の少なくともいずれかであってもよい。例え
ば、保湿剤が含まれることによって、染色した後の樹脂体の染色状態に悪影響を及ぼすこ
となく、インクの乾燥を抑制することができる。なお、保湿剤は、上記構成に限定されな
い。例えば、保湿剤としては、インクの乾燥を抑制することができる構成であればよい。
【００４２】
　例えば、分散剤は、アニオン性界面活性剤、ノニオン界面活性剤等のいずれかであって
もよい。より好ましくは、アニオン性界面活性剤であってもよい。例えば、分散剤が含ま
れることによって、染色した後の樹脂体の染色状態に悪影響を及ぼすことなく、昇華性キ
ャリア剤の分散を好適に行うことができ、インクの安定性を向上させることができる。な
お、分散剤は、上記構成に限定されない。例えば、分散剤としては、昇華性キャリア剤を
微粒子化して水性媒体中に分散させるものであり、微粒子化した昇華性キャリア剤の分散
安定性を補正する機能が発揮されるものであればよい。
【００４３】
　なお、例えば、アニオン性界面活性剤としては、ナフタレンスルホン酸塩のホルマリン
縮合物、リグニンスルホン酸塩類、特殊芳香族スルホン酸塩のホルマリン縮合物、クレオ
ソート油スルホン酸塩のホルマリン縮合物、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸塩
等の少なくともいずれかであってもよい。また、例えば、ノニオン界面活性剤としては、
ポリオキシエチレンソルダビン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、
ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル、ポリオキシエチレン誘導体、オキシエチ
レン・オキシプロピレンブロックコポリマー等のいずれかであってもよい。より好ましく
は、炭素数２５～１５０の直鎖アルコールのエチレンオキサイド付加物であってもよい。
【００４４】
　なお、例えば、キャリア剤インクは、さらに、表面張力を調整する界面活性剤を含有す
るようにしてもよい。例えば、キャリア剤インクに表面張力を調整する界面活性剤が含有
されていることによって、キャリア剤インクを塗布しやすくなる。特に、例えば、インク
ジェットプリンタを用いて、キャリア剤インクを塗布する場合において、キャリア剤イン
クの表面張力が強い場合に、キャリア剤インクがインクジェットプリンタのインクジェッ
トヘッドから吐出されづらくなる場合がある。例えば、キャリア剤インクに表面張力を調
整する界面活性剤が含有されていることによって、インクジェットプリンタのインクジェ
ットヘッドから吐出されやすくなり、キャリア剤インクの塗布量を調整しやすくでき、キ
ャリア剤インクを良好に塗布することができる。
【００４５】
　なお、例えば、キャリア剤インクは、さらに、粘度調整剤を含有するようにしてもよい
。例えば、キャリア剤インクに粘度調整剤が含有されていることによって、キャリア剤イ
ンクの塗布量を制御しやすくなる。特に、例えば、インクジェットプリンタを用いて、キ
ャリア剤インクを塗布する場合において、キャリア剤インクの粘度が高い場合に、キャリ
ア剤インクがインクジェットプリンタのインクジェットヘッドから吐出されづらくなる場
合がある。また、例えば、インクジェットプリンタを用いて、キャリア剤インクを塗布す
る場合において、キャリア剤インクの粘度が低い場合に、キャリア剤インクがインクジェ
ットプリンタのインクジェットヘッドから余分に吐出されてしまう場合がある。例えば、
キャリア剤インクに表面張力を調整する粘度調整剤が含有されていることによって、イン
クジェットプリンタのインクジェットヘッドから吐出されるキャリア剤インクの塗布量を
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調整しやくすることができ、キャリア剤インクを良好に塗布することができる。
【００４６】
　＜第二工程＞
　上記のように、第一工程によって取得された染色用基体１を用いて第二工程を行う。例
えば、第二工程は、第一工程によって取得された染色用基体１を樹脂体（本実施形態にお
いては、レンズ８）と対向させ、染色用基体１を加熱することによって、染色用基体１に
塗布された昇華性染料及び昇華性キャリア剤を昇華させ、昇華性染料及び昇華性キャリア
剤をレンズ８に付着させる工程である。例えば、第二工程において、蒸着部３０が用いら
れる。
【００４７】
　例えば、蒸着部３０は、染色用基体１に付着された昇華性染料及び昇華性キャリア剤を
電磁波によって加熱することで、昇華性染料及び昇華性キャリア剤をレンズ８に向けて昇
華させる。その結果、染料がレンズ８に蒸着される。なお、レンズ８には、後述する第三
工程による昇華性染料及び昇華性キャリア剤の定着を容易にするための受容膜等、各種の
層が形成されていてもよい。例えば、本実施形態の蒸着部３０は、電磁波発生部３１、蒸
着用治具３２、ポンプ３６、およびバルブ３７を備える。もちろん、蒸着部３０の構成は
上記構成に限定されない。
【００４８】
　例えば、電磁波発生部３１は、電磁波を発生させる。一例として、本実施形態では、赤
外線を発生させるハロゲンランプが電磁波発生部３１として使用されている。しかし、電
磁波発生部３１は、電磁波を発生させるものであればよい。従って、ハロゲンランプの代
わりに、紫外線、マイクロ波等の他の波長の電磁波を発生させる構成を使用してもよい。
例えば、蒸着部３０は、電磁波を染色用基体１に照射することで、短時間で昇華性染料及
び昇華性キャリア剤の温度を上昇させることができる。また、染色用基体１の昇華性染料
及び昇華性キャリア剤を昇華させる場合、高熱となった鉄板等を染色用基体１に接触させ
ることで昇華性染料及び昇華性キャリア剤を加熱することも考えられる。しかし、染色用
基体１と鉄板等とを均一に（例えば、隙間無く）接触させることは難しい。接触状態が均
一でなければ、昇華性染料及び昇華性キャリア剤が均一に加熱されずに色ムラ等が生じる
可能性がある。これに対し、本実施形態の蒸着部３０は、染色用基体１から離間した電磁
波発生部３１からの電磁波によって、昇華性染料及び昇華性キャリア剤を均一に加熱させ
ることができる。
【００４９】
　例えば、蒸着用治具３２は、染色用基体１とレンズ８を保持する。本実施形態の蒸着用
治具３２は、レンズ支持部３３および基体支持部３４を備える。レンズ支持部３３は、円
筒状の基部と、基部の内側に配置された載置台とを備える。レンズ８は、基部に囲まれた
状態で、レンズ支持部３３の載置台によって支持される。基体支持部３４は、円筒状の基
部の上端に位置し、レンズ８よりも上方で染色用基体１を支持する。詳細は図示しないが
、染色用基体１の外周縁部が基体支持部３４上に載置されると、環状の基体押さえ部材が
染色用基体１の外周縁部の上から載置される。その結果、染色用基体１の位置が固定され
る。なお、従来では、蒸着部３０の汚れを抑制するために、基体支持部３４に保持された
染色用基体１の上面に、さらに板状のガラスを載置することで、昇華した昇華性染料及び
昇華性キャリア剤が染色用基体１の裏側に抜けて広がることを抑制するようにしてもよい
。
【００５０】
　例えば、染色用基体１は、昇華性染料及び昇華性キャリア剤が付着した面がレンズ８に
対向するように配置される。本実施形態では、レンズ８の上方で染色用基体１が支持され
るので、染色用基体１は、染料付着面が下方を向くように基体支持部３４に載置される。
【００５１】
　例えば、染色用基体１とレンズ８とを対向させる場合に、非接触（例えば、２ｍｍ～３
０ｍｍ等）で対向させるようにしてもよい。この場合、例えば、第二工程は、第一工程に



(11) JP 2019-59205 A 2019.4.18

10

20

30

40

50

よって取得された染色用基体１をレンズ８と非接触に対向させ、染色用基体１を加熱する
ことによって、染色用基体１に塗布された昇華性染料及び昇華性キャリア剤を昇華させ、
昇華性染料及び昇華性キャリア剤をレンズ８に付着させるようにしてもよい。例えば、非
接触に対向させることによって、昇華性染料を昇華させるために基体を加熱した際の熱が
樹脂体に伝導されてしまうことを抑制することができる。これによって、樹脂体が熱によ
って、変色、収縮等をしてしまうことを抑制することができる。また、例えば、非接触に
対向させることによって、染色用基体と樹脂体との間の距離が生じるため、樹脂体に対し
て昇華性染料及び昇華性キャリア剤を十分に分散させて付着させることができる。これに
よって、色ムラを抑制することができ、良好に染色をすることができる。また、特に、基
体にグラデーション状の模様が塗布されている場合には、グラデーション状の模様を樹脂
体に好適に再現することができる。もちろん、例えば、染色用基体１とレンズ８とを対向
させる場合に、接触させた状態で対向させるようにしてもよい。
【００５２】
　例えば、ポンプ３６は、蒸着部３０の内部の気体を外部に排出し、蒸着部３０の内部の
気圧を低下させる。すなわち、例えば、ポンプ３６は、蒸着部３０の内部の気体を外部に
排出し、蒸着部３０の内部を所定の真空度にさせる。
【００５３】
　例えば、第二工程において、レンズ８を蒸着部３０内に入れて昇華性染料の付着を行う
場合、ポンプ３６により蒸着部３０内を所定の真空度にして付着作業を行う。なお、例え
ば、本実施形態では蒸着部３０内を所定の真空状態にするものとしているが、これに限る
ものではなく、蒸着部３０の内を常圧下において付着作業を行うことも可能である。
【００５４】
　例えば、真空状態後、電磁波発生部３１を使用して上方から染色用基体１を加熱させ、
昇華性染料及び昇華性キャリア剤を昇華させる。例えば、加熱温度は染色用基体１上で１
００℃を下回ると染色用基体１から昇華性染料及び昇華性キャリア剤が昇華し難くなり、
また、例えば、２５０℃を上回ると高温による昇華性染料及び昇華性キャリア剤の変質や
レンズ８の変形が生じ易くなる。従って、加熱温度は１００～２５０℃の間が良いが、レ
ンズ８の材料に合わせてできるだけ高い温度を選ぶようにするとよい。
【００５５】
　＜第三工程＞
　例えば、第二工程が完了すると、第三工程が行われる。以下、第三工程について説明す
る。例えば、第三工程では、第二工程にて昇華性染料及び昇華性キャリア剤が付着したレ
ンズ８を加熱して昇華性染料及び昇華性キャリア剤を定着させる。
【００５６】
　例えば、染料定着部５０は、昇華性染料及び昇華性キャリア剤が蒸着されたレンズ８を
加熱することで、昇華性染料及び昇華性キャリア剤をレンズ８に定着させる。例えば、レ
ンズ８が加熱されることで、昇華性キャリア剤がレンズ８に定着され、昇華性キャリア剤
によって昇華性染料がレンズ８内に引き込まれる。これによって、レンズ８が良好に染色
できる。本実施形態では、オーブンが染料定着部５０として用いられる。オーブン（特に
、送風式定温恒温器）を用いると、レンズ８の温度が長い時間をかけて徐々に上昇するの
で、温度差が発生し難い。よって、昇華性染料及び昇華性キャリア剤が均等にレンズ８に
定着し易い。
【００５７】
　なお、例えば、第三工程を実施する場合に、常圧下にて加熱し昇華性染料及び昇華性キ
ャリア剤を定着させるようにしてもよい。もちろん、異なる気圧下で第三工程が実施され
るようにしてもよい。例えば、作業者は、蒸着部３０内でレンズ８に対して昇華性染料及
び昇華性キャリア剤の付着を行った後、昇華性染料及び昇華性キャリア剤が付着されたレ
ンズ８を取り出す。例えば、作業者はレンズ８を染料定着部５０に入れ、常圧下にて加熱
し昇華性染料を定着させる。
【００５８】
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　例えば、本実施形態では、加熱温度は、レンズ８が変形せず、十分な発色が可能な温度
にて行う。例えば、加熱温度は、好ましくは、１１０℃以上１６０℃以下（１１０℃～１
６０℃）であってもよい。この場合、例えば、第三工程は、第二工程によって、昇華性染
料及び昇華性キャリア剤が付着された樹脂体を、１１０℃～１６０℃の温度で加熱するこ
とによって、昇華性染料及び昇華性キャリア剤を定着させるようにしてもよい。例えば、
第三工程の温度を１１０℃以上で昇華性染料及び昇華性キャリア剤を定着させることで、
より樹脂体（本実施形態においてはレンズ８）の内部に昇華性染料及び昇華性キャリア剤
が届きやすくなり、より良好に染色を行うことができとともに、第三工程後に、染色した
樹脂体（本実施形態においてはレンズ８）からの色抜けを抑制できる。また、例えば、第
三工程の温度を１６０℃以下で昇華性染料及び昇華性キャリア剤を定着させることで、樹
脂体が加熱される過ぎることを抑制することができ、樹脂体の変形をよりしづらくするこ
とができる。なお、加熱温度は、さらに好ましくは、１２０℃以上１５０℃以下である。
この場合、例えば、第三工程は、第二工程によって、昇華性染料及び昇華性キャリア剤が
付着された樹脂体を、１２０℃～１５０℃の温度で加熱することによって、昇華性染料及
び昇華性キャリア剤を定着させるようにしてもよい。例えば、第三工程の温度を１２０℃
～１５０℃で昇華性染料及び昇華性キャリア剤を定着させることで、より良好に染色を行
うことができるとともに、第三工程後に、染色した樹脂体からの色抜けをより抑制でき、
樹脂体の変形をより抑制することができる。なお、特に、樹脂体がレンズの場合に、レン
ズが、ナイロンレンズ、トライベックスレンズ、ポリカーボネートレンズのいずれかであ
る場合には、上記温度によって特に良好に染色を行うことができる。
【００５９】
　以上のように、例えば、レンズ８の染色予定面に昇華性染料及び昇華性キャリア剤を付
着させ、昇華性染料及び昇華性キャリア剤が付着したレンズ８を加熱して昇華性染料及び
昇華性キャリア剤を定着させることによって、レンズ８の染色を容易に良好に行うことが
できる。
【００６０】
　なお、本実施形態において、染料部６の形状（印刷形状）は、円形状としているが、こ
れに限るものではなく、例えば半円形状やその他の形状（例えば、四角形状）であっても
よい。
【００６１】
　なお、本実施形態において、染色用基体１の加熱方法は上方から行っている場合を例に
挙げているが、これに限定されない。例えば、染色用基体１の加熱方法は、側面又は下方
からの加熱においても同じように昇華性染料及び昇華性キャリア剤の昇華をさせることが
できる。
【００６２】
　なお、染料定着部５０の構成を変更することも可能である。例えば、染料定着部５０は
、レーザをレンズ８上で走査させることで、レンズ８を加熱してもよい。この場合、染料
定着部５０は、レンズ８の部位に応じて意図的に温度差を生じさせることも可能である。
例えば、染料定着部５０は、グラデーションのある染色を施す場合等に、目的とするグラ
デーションの状態に応じてレーザの走査を制御してもよい。染料定着部５０は、レンズ８
の各部位の温度が望ましい温度となるように、レンズ８の厚み等に応じてレーザの走査を
制御してもよい。また、染料定着部５０は、電磁波をレンズ８に直接照射することでレン
ズを加熱してもよい。
【００６３】
　また、染料付着部１０、蒸着部３０、および染料定着部５０の各々で行われる工程のう
ちの２以上が、１つの装置によって実行されてもよい。例えば、蒸着部３０によって行わ
れる第二工程と、染料定着部５０によって行われる第三工程とを共に実行する染色装置が
用いられてもよい。この場合、例えば、第二工程における染色用基体１の加熱と、第三工
程におけるレンズ８の加熱とを、同一の加熱手段（例えば赤外線ヒータ等）が実行しても
よい。また、染色装置は、複数の工程（例えば、第二工程から第三工程まで）を一連の流
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れで自動的に行ってもよい。
【００６４】
　以下、実験例及び比較例を示して本開示を具体的に説明するが、本開示は、下記実験例
及び下記比較例に制限されるものではない。以下の実験例１～１０では、樹脂体に対して
、昇華性染料と昇華性キャリア剤を付着させて、表面に昇華性染料と昇華性キャリア剤が
付着された樹脂体を加熱して昇華性染料と昇華性キャリア剤を樹脂体に定着させた。また
、以下の比較例１～２では、樹脂体に対して、昇華性キャリア剤を用いることなく、昇華
性染料を付着させて、表面に昇華性染料が付着された樹脂体を加熱して昇華性染料を樹脂
体に定着させた。また、以下の比較例３～４では、樹脂体に対して、昇華性染料と液体キ
ャリア剤を付着させて、表面に昇華性染料と液体キャリア剤が付着された樹脂体を加熱し
て昇華性染料と液体キャリア剤を樹脂体に定着させた。実験例及び比較例で得られた染色
された樹脂体の歪、色ムラ、及び透過率を評価した。
【００６５】
　＜実験例１＞
　始めに、プリンタに用いるキャリア剤のインクを作製する。キャリア剤としては、昇華
性があり室温で固体のキャリア剤（固体の昇華性キャリア剤）を用いる。例えば、キャリ
ア剤としては、４－フェニルフェノール（東京化成工業株式会社）を用いる。例えば、容
器に、キャリア剤、純水、及び分散剤を入れ、純分撹拌を行い、キャリア剤インクを製造
する。
【００６６】
　例えば、キャリア剤の量は好ましくは、０．１～２０重量％、より好ましくは０．５～
１０重量％である。もちろん、キャリア剤の量は上記重量％に限定されず、任意の量で用
いることができる。キャリア剤が０．１重量％未満であると、染料が定着しにくくなり、
所望する濃度が得られないことがある。また、キャリア剤が２０重量％を超えると、キャ
リア剤の分散性が悪くなってしまうことがある。また、使用するキャリア剤は、熱で分解
せず、耐熱性のあるものを使用する必要がある。本実験例では、キャリア剤の量を２重量
％とした。
【００６７】
　キャリア剤を分散させるため、分散剤を十分攪拌した後、冷却用の水が入った容器に、
ャリアインクが入った容器を入れ、超音波ホモジナイザーにて指定時間処理を行ない、キ
ャリア剤を所望する粒径にする。その後、孔径約１μｍのフィルター（ガラス繊維濾紙　
ＧＦ／Ｂ）でキャリア剤インクを吸引濾過し、粒径の大きいものやゴミ等を取り除く。そ
の後、指定のインク濃度になるように純水を加え調整し、必要であれば保湿剤や表面張力
を調整する界面活性剤を加えて、インクを作製する。今回分散させるために超音波ホモジ
ナイザーを用いたが、ビーズミル等の微粒子化装置を使用してもよい。このようにして、
キャリア剤インクを製造する。
【００６８】
　この実験例では、使用する染色用インクはウペポ社製の分散染料（水性）を使用した。
プリンタの（ＥＰＳＯＮ　ＰＸ－６２５０Ｓ）染色インク用のインクカートリッジ内をよ
く洗浄したのち、ウペポ社製の分散染料（赤、青、黄）を入れ、プリンタにセットした。
同様にキャリア剤インク用のカートリッジ内もきれいに洗浄した後、作製したキャリア剤
インクを入れ、プリンタにセットした。クリーニングを何度も繰り返した後、インクが切
り替わったのを確認して、紙厚が１００μｍの基体（上質ＰＰＣ用紙）に、ＰＣのドロー
ソフトを用いて、上記の染色用インク及びキャリア剤インクを同時に基体に吐出して印刷
することで、昇華性染料及び昇華性キャリア剤を付着させた。色相は黒色（配合比赤：青
：黄＝４５０：５００：６７０）に決定した。以上のようにして、染色用基体を製造した
。
【００６９】
　このようにして得た染色用基体を用いて染色を行った。蒸着部（ニデック製　ＴＴＭ－
１０００）内にて染色用治具に染色用基体を取り付けて、ナイロンレンズ（Ｓ－０．００
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）への昇華性染料及び昇華性キャリア剤の蒸着作業を行った。この時の条件は、ナイロン
レンズの染色面側と染色用基体との距離を５ｍｍとした。ポンプにて蒸着部内の気圧を１
００Ｐａまで下げた後、加熱ユニット（本実験例ではハロゲンランプを使用）にて染色用
基体の表面温度を２００℃まで加熱させた。なお、図示なき温度センサにより染色用基体
の付近の温度を測定し、２００℃到達と同時にハロゲンランプの電源を切り、昇華性染料
及び昇華性キャリア剤を昇華、付着させた。
【００７０】
　その後、蒸着部内の気圧を常圧に戻した後、昇華性染料及び昇華性キャリア剤を定着さ
せるためにオーブン内にて２時間加熱した。なお、このときのオーブンの加熱温度の条件
は、１２０℃とし、昇華性染料及び昇華性キャリア剤を付着させたナイロンレンズを加熱
し、昇華性染料及び昇華性キャリア剤の定着を行った。このようにして、ナイロンレンズ
を染色した。染色後の以下の評価を行った。その結果を表１に示す。評価が○、◎につい
ては良好であると評価した。
【００７１】
　[レンズの歪評価]
染色されたナイロンレンズについて、染色されたナイロンレンズの形状の変化を目視にて
確認し、歪が生じていないかを確認した。
大きく歪が生じた：×
ほとんど歪が生じていない（歪はあるが問題とならないレベル）：○
歪が生じていない：◎
　[レンズの色ムラ評価]
染色されたナイロンレンズについて、染色されたナイロンレンズの形状の色ムラを目視に
て確認し、色ムラが生じていないかを確認した。
色ムラが見られる：×
色ムラがほとんど見られない：○
色ムラが見られない：◎
　[レンズの透過率評価]
染色用基体を用いて染色された後（つまり、蒸着・定着工程後）のナイロンレンズのＴｖ
（視感透過率）を透過率計（ＡＳＡＨＩ　ＳＰＥＣＴＲＡ．ＣＯ．，ＬＴＤ　ＭＯＤＥＬ
３０４）で測定し、染色の品質評価（色抜けの評価）を行った。
透過率が５０％より高い：×
透過率が５０％以下：○
【００７２】
　＜実験例２＞
　４－フェニルフェノールの代わりに、固体の昇華性キャリア剤であるベンゾイン（和光
純薬工業株式会社）を用いた以外は、実験例１と同様に、染色を行い、評価した。以上の
結果を表１に示した。
【００７３】
　＜実験例３＞
　オーブンの加熱温度の条件を１２０℃の代わりに１１０℃とした以外は、実験例１と同
様に、染色を行い、評価した。以上の結果を表１に示した。
【００７４】
　＜実験例４＞
　オーブンの加熱温度の条件を１２０℃の代わりに１５０℃とした以外は、実験例１と同
様に、染色を行い、評価した。以上の結果を表１に示した。
【００７５】
　＜実験例５＞
　オーブンの加熱温度の条件を１２０℃の代わりに１６０℃とした以外は、実験例１と同
様に、染色を行い、評価した。以上の結果を表１に示した。
【００７６】
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　＜実験例６＞
　ナイロンレンズの代わりに、ポリカーボネートレンズ（Ｓ－０．００）を用いた以外は
、実験例１と同様に、染色を行い、評価した。以上の結果を表１に示した。
【００７７】
　＜実験例７＞
　ナイロンレンズの代わりに、ポリカーボネートレンズを用いるとともに、４－フェニル
フェノールの代わりに、ベンゾインを用いた以外は、実験例１と同様に、染色を行い、評
価した。以上の結果を表１に示した。
【００７８】
　＜実験例８＞
　ナイロンレンズの代わりに、ポリカーボネートレンズを用いるとともに、オーブンの加
熱温度の条件を１２０℃の代わりに１１０℃とした以外は、実験例１と同様に、染色を行
い、評価した。以上の結果を表１に示した。
【００７９】
　＜実験例９＞
　ナイロンレンズの代わりに、ポリカーボネートレンズを用いるとともに、オーブンの加
熱温度の条件を１２０℃の代わりに１５０℃とした以外は、実験例１と同様に、染色を行
い、評価した。以上の結果を表１に示した。
【００８０】
　＜実験例１０＞
　ナイロンレンズの代わりに、ポリカーボネートレンズを用いるとともに、オーブンの加
熱温度の条件を１２０℃の代わりに１６０℃とした以外は、実験例１と同様に、染色を行
い、評価した。以上の結果を表１に示した。
【００８１】
　＜比較例１＞
　キャリア剤を用いなかったこと以外は、実験例１と同様に、染色を行い、評価した。以
上の結果を表２に示した。なお、染色の評価は実験例１と同様の評価基準とした。
【００８２】
　＜比較例２＞
　キャリア剤を用いなかったこと以外は、実験例６と同様に、染色を行い、評価した。以
上の結果を表２に示した。なお、染色の評価は実験例１と同様の評価基準とした。
【００８３】
　＜比較例３＞
　４－フェニルフェノールの代わりに、液体キャリア剤であるベンジルアルコールを用い
た以外は、実験例１と同様に、染色を行い、評価した。以上の結果を表２に示した。なお
、染色の評価は実験例１と同様の評価基準とした。なお、例えば、液体キャリア剤インク
を製造する場合、実験例１と同様にして、容器に、キャリア剤、純水、及び分散剤を入れ
、純分撹拌を行い、キャリア剤インクを製造する。
【００８４】
　＜比較例４＞
　４－フェニルフェノールの代わりに、液体キャリア剤であるベンジルアルコールを用い
た以外は、実験例６と同様に、染色を行い、評価した。以上の結果を表２に示した。なお
、染色の評価は実験例１と同様の評価基準とした。
【００８５】
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【表１】

【００８６】
　表１に示すように、固体の昇華性キャリア剤を用いた場合には、ナイロンレンズ及びポ
リカーボネートレンズともに、レンズの歪についても問題なく、良好な染色状態となるこ
とが確認された。
【００８７】

【表２】

【００８８】
　表２に示すように、キャリア剤を用いない場合には、ナイロンレンズ及びポリカーボネ
ートレンズともに、良好な染色状態とならないことが確認された。また、キャリア剤とし
て、液体キャリア剤を用いた場合には、ナイロンレンズ及びポリカーボネートレンズとも
に、良好な染色状態とならないことが確認された。
【符号の説明】
【００８９】
１　　染色用基体
２　　基体
８　　レンズ
１０　　染料付着部
１１　　インクジェットプリンタ
１２　　パーソナルコンピュータ
１３　　インクカートリッジ
１４　　装着部
１５　　インクジェットヘッド
１６　　制御部
３０　　蒸着部
５０　　染料定着部
１００　　染色システム
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